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主な内容
 Ｐ２ 平成30年第３回定例会概要
 Ｐ８ 常任委員会報告
 Ｐ１１ 市政を問う「一般質問」

 Ｐ１８ 行政調査報告
 Ｐ２０ １２月定例会会期日程（案）



　○農家経営安定対策特別融資資金利子補給事業〔新規〕
 補正額　165万4千円 （債務負担行為88０万1千円）

　平成30年度の農産物価格の暴落等による農家への経済的影響に対して、早期に経営の安
定化を図る。

　○ブロック塀等安全対策経費〔新規〕　　補正額　3,238万9千円
　大阪府北部地震でのブロック塀倒壊事故を受け、市内で倒壊の危険性があるブロック塀
等の安全対策を早期に実施する。

　○農林水産業施設、公共土木施設災害復旧費
 補正額 8,533万6千円
 補正後 1億1,867万8千円

　本年7月の梅雨前線豪雨により被災した
施設について、早期に復旧を図る。

　○繰上償還元金〔新規〕　　補正額　5億485万6千円
　平成29年度の決算に伴い生じた剰余金について、法律の規定により、過去に借り入れた
地方債の繰上償還を行い、後年度の公債費負担の軽減を図る。

　雲仙市立富津小学校と小浜小学校を平成31年
4月1日から統合し、雲仙市立小浜小学校とする。

平成30年度一般会計歳入歳出予算の主な事業

雲仙市立小・中学校設置条例の一部を改正する条例

平成30年 第3回定例会の概要
　平成30年第３回定例会が８月30日㈭～９月28日㈮の30日間開催され、
議員12名の一般質問と平成30年度一般会計補正予算（第２号）案、雲仙市
立小・中学校設置条例の一部を改正する条例、平成29年度各会計決算認定
などの議案について審議が行われ、採決がなされました。

文教厚生常任委員会の視察（富津小学校）

吾妻町井流地区の被災状況
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注目事業
平成29年度　

　市の予算がきちんと執行されたか、各常任
委員会で慎重審査し、すべての会計決算を認
定しました。
　その中で、議会が注目した目玉事業を紹介
します。
　決算額は、平成29年度のみの金額であ
り、全体事業費ではありません。

　庁舎整備事業として、平成28年度に解体した南
串山総合支所跡地に南串山図書室を整備しました。

南串山図書室整備
1億5,833

万円

　新病院建設に要する実施設計・医療機器等の購
入に関し、過疎対策事業債の活用を行い、新病院
整備の支援を行いました。

雲仙・南島原保健組合負担金
2億8,861

万円

　高潮や浸水等の被害を防止するため、海岸保全
施設の整備を実施しました。

南串山
赤間漁港海岸高潮対策事業
2億6,793

万円

　集出荷施設や高性能生産施設などの施設整備と
併せて、収益性を高める生産資材や高性能機械の
導入に対して総合的に支援を行いました。

産地パワーアップ事業
6億2,664

万円

　市内に工場等を新設又は増設する事業者に対
し、無利子の長期貸付を行いました。
　今回は、特別養護老人ホーム建設事業が1件あり
ました。

地域総合整備資金貸付事業
2億4,000

万円

決算

　高潮や浸水等の被害を防止するため、海岸保全
施設の整備を実施しました。

南串山南串山南串山南串山
赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業赤間漁港海岸高潮対策事業
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万円

　市内に工場等を新設又は増設する事業者に対
し、無利子の長期貸付を行いました。
　今回は、特別養護老人ホーム建設事業が1件あり
ました。

地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業地域総合整備資金貸付事業
2億4,000

万円

　庁舎整備事業として、平成28年度に解体した南
串山総合支所跡地に南串山図書室を整備しました。

南串山図書室整備南串山図書室整備南串山図書室整備南串山図書室整備南串山図書室整備南串山図書室整備南串山図書室整備南串山図書室整備南串山図書室整備
1億5,833

万円

　新病院建設に要する実施設計・医療機器等の購
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　集出荷施設や高性能生産施設などの施設整備と
併せて、収益性を高める生産資材や高性能機械の
導入に対して総合的に支援を行いました。
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〔公立新小浜病院 イメージ図〕
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294億
　5,144万円

歳出総額

総務費
39億7,433万円
（13.5％）

民生費
100億7,949万円
（34.2％）農林水産業費

31億286万円
（10.6％）

土木費
23億560万円
（7.8％）

消防費ほか
19億5,564万円
（6.6％）

衛生費
22億9,803万円
（7.8％）

教育費
17億70万円
（5.8％）

公債費
40億3,479万円
（13.7％）

総務費

庁舎（支所）整備や選挙
などにかかったお金

市債として借りた
お金の返済など

教育費
17億70万円17億70万円

小・中学校及びス
ポーツ施設など維持
管理にかかったお金

高齢者、障がい者及び児童
福祉などにかかったお金

予防接種・検診、ごみ処
理などにかかったお金

（10.6％）

農業、林業及び水産業
振興にかかったお金

（7.8％）

道路・河川整備維
持にかかったお金

294億5,144万円
［前年度比0.7％減］

市民１人あたりの借金
　46万6,034円

　市債（地方債）と言われるものですが、
自治体が学校・道路・橋などを整備する資
金を調達するために、国や銀行から借り入
れるお金です。多額の出費がある場合や、
将来の世代にも経費を負担させることが公
平な場合などに借り入れることができます。

市民1人あたりの貯金
　52万8,596円

　積立金（基金）と言われるものですが、
一般の家庭において、出産や進学などに備
えて積み立てておく貯金と基本的には同じ
もので、特定の目的や将来の出費などに備
えて蓄えています。
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305億
　5,177万円

歳入総額 使用料
及び手数料ほか
11億9,312万円
（4.0％）

自主財源…市で集めたお金
依存財源…国・県・借入金に
　　　　　頼ったお金

繰入金
2億2,776万円（0.7％）

繰越金
14億7,582万円（4.8％）

市債
25億830万円
（8.2％）

自主財源
68億
　6,565万円
     （22.5％）

依存財源
236億8,612万円
    　 （77.5％）

市民税、固定資産税など
市民から納められた税金

繰越金
14億7,582万円（4.8％）

28年度の決算で
繰り越されたお金

繰入金繰入金
基金から繰り入れたお金

国からの補助金など

県からの補助金など

行政格差をなくすため
国から交付されたお金

25億830万円25億830万円
（8.2％）

国や銀行から
借りたお金

市税
39億6,895万円
（13.0％）

国庫支出金
41億
5,790万円
（13.6％）

県支出金
35億894万円
（11.5％）

地方交付税
124億1,379万円
（40.6％）

地方譲与税ほか
10億9,719万円
（3.6％）

決算 一般会計歳出
決算の内訳

平成29年度

（億円）
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0
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貯金

雲仙市の借金と貯金
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討 論

　一般会計における決算は、各施設及び対
策事業又市税の収納率等説明を受け、監査
委員の意見書にも全ての会計で黒字決算と
なっている。次の市政運営に生かしてもら
うよう考え、認定に賛成する。
� 【藤本 淳次郎 議員】

　①減債基金積立金が大きな金額になって
いる。②繰上償還元金が大きな金額になっ
ている。③マイナンバー関連事業がある。
④諫早湾水産振興特別対策事業に問題があ
り、開門調査が必要である。以上の理由に
より反対する� 【上田　篤 議員】

◆平成29年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定　

　文教厚生常任委員会にて、保険税の収納
率向上の説明や、低所得者の保険税額の減
額措置の見直しの説明があった。保険税に
ついては現在県下統一した課税制度となる
よう、段階的に調整が図られており国民皆
保険制度を守る大事な制度であるため賛成
する。� 【平野  利和 議員】

　平成30年度から国保の都道府県単位化へ
と変更されたが、平成29年度の国保税額そ
のままで加入者には「高すぎる」、「加入者
に高齢者や非正規雇用者など所得水準が低
い人が多い」という特徴も認識し、対応す
べきだと考える。以上の理由により反対す
る。� 【上田　篤 議員】

◆平成29年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

　すべての高齢者が安心して医療を受けら
れる社会を維持するために公平な負担をし
てもらう必要があることにより後期高齢者
医療制度がある。高齢者の人口が増加して
いる現状の中、必要な医療の提供が受けら
れるよう制度維持と軽減措置がある。以上
の理由により賛成する。�【平野  利和 議員】

　特例軽減措置をなくすことは、高齢者の
実態を無視したもので、現在原則1割の窓
口負担を2割にすることを狙っている。病
気になり、収入が少ない75歳以上を一つの
「保険」に集めて運営する制度設計そのも
のに無理があり、反対する。
� 【矢﨑  勝己 議員】

◆平成29年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

賛　成 反　対

　今回の補正予算は、農産物価格暴落の影
響による特別融資資金利子補給事業費。倒
壊の危険性があるブロック塀等の安全対策
費。梅雨前線豪雨による災害復旧事業費な
ど、市民生活に必要な予算であるため、賛
成する。
� 【大山  真一 議員】

　マイナンバー制度の拡充予算が問題だ。
この制度は市民にデメリットが大きすぎ
る。制度設計にかかわった、一橋大学の堀
部名誉教授は国会で、「成りすましを完全
にふさぐのは不可能」と指摘。市民の個人
情報が大量に流失する危険もあるため反対
する。� 【上田　篤 議員】

◆平成30年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案　

6雲仙市議会だより●第58号（平成30年11月)



議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

報告 第 6 号 平成29年度雲仙市決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ
いて －

報告 第 7 号 専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） －

議案 第 67 号 雲仙市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 68 号 雲仙市立小・中学校設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 69 号 平成30年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 70 号 平成30年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 71 号 宮ノ地辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 原案可決

認定 第 1 号 平成29年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定 第 2 号 平成29年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定 第 3 号 平成29年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定 第 4 号 平成29年度雲仙市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定 第 5 号 平成29年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定 第 6 号 平成29年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定 第 7 号 平成29年度雲仙市水道事業会計決算認定について 認　定

平成30年第３回雲仙市議会定例会　議決結果

賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結　
　
果

表
決
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松
一

大
山　

真
一

矢
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二

平成３０年度雲仙市一般会計補正予算
（第２号）案 可決 16:2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２９年度雲仙市一般会計歳入歳出
決算認定 認定 16:2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２９年度雲仙市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定 認定 16:2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２９年度雲仙市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定 認定 16:2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　　●反対
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常任委員会報告
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で
あ
る
。
国
と
し
て
は
、

戸
籍
事
務
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
に
あ
た
り
、
各
自
治
体
が
使
用

し
て
い
る
外
字
コ
ー
ド
を
集
め
、
整

理
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

質
疑　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
し

て
、
本
市
が
寄
付
額
の
30
％
を
超
え

る
返
礼
品
を
送
っ
て
い
る
と
新
聞
等

で
報
道
さ
れ
て
い
た
。
平
成
29
年
４

月
、
平
成
30
年
４
月
に
総
務
省
か
ら

自
治
体
へ
出
さ
れ
た
通
知
に
お
い

て
、
返
礼
品
は
寄
付
額
の
３
割
以
下

と
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
た
と

思
う
が
、
そ
の
通
知
を
守
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

答
弁　
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
窓

口
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
「
楽
天
」
と
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
の
２
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が

あ
る
。「
楽
天
」を
通
じ
た
返
礼
品
は
、

全
て
寄
付
額
の
３
割
以
下
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
寄
付
額

の
３
割
以
下
と
な
っ
て
い
る
が
、
６

つ
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

は
、
市
が
返
礼
品
代
と
し
て
提
供
事

業
者
へ
支
払
う
額
は
３
割
以
下
と
し

て
い
る
も
の
の
、
提
供
事
業
者
で
あ

る
旅
行
会
社
の
企
業
努
力
が
上
乗
せ

さ
れ
て
い
る
た
め
、
結
果
と
し
て
４

割
以
上
の
返
礼
品
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
通
知
を
受
け
、
こ
の
６
つ
の

旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
中
に
返
礼
割
合
を
３
割
以
下
に

な
る
よ
う
調
整
を
図
る
予
定
で
あ

る
。

意
見　

総
務
省
が
指
摘
し
て
い
る

「
返
礼
品
は
寄
付
額
の
３
割
以
下
」

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
再
度
、
関
係

機
関
に
調
査
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

質
疑　
定
住
促
進
対
策
事
業
に
お
け

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
た
の

か
。

答
弁　
平
成
29
年
度
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
２
名
で
あ
り
、
移
住
希
望

者
に
対
す
る
市
内
の
案
内
業
務
や
空

き
家
の
調
査
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
な
ど
の
企
画
的
な
業
務
を

行
っ
た
。

意
見　
市
税
の
収
納
状
況
に
お
い
て

収
納
率
が
向
上
し
た
の
は
、
部
課
長

を
は
じ
め
、
担
当
職
員
の
努
力
が
実

を
結
ん
だ
結
果
で
あ
る
た
め
評
価
す

る
。

　
今
回
の
議
案
等
に
関
連
す
る
３
箇

所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

現
地
調
査
を
実
施

付　　託　　案　　件 審議結果

特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　ほか１件 原案可決

平成30年度一般会計補正予算（第２号）案 原案可決

平成29年度一般会計歳入歳出決算認定 認　定

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
３
件
、認
定
１

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務

国見総合支所 瑞穂町宮ノ地地区
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常任委員会報告

質
疑　
建
物
の
今
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
雇
用
や
定
住
促
進
な
ど
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
用
策
を
市

役
所
の
部
局
と
教
育
委
員
会
で
協
議

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
富
津
地
域

の
人
た
ち
の
意
見
は
聴
取
し
な
い
の

か
。

答
弁　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地
域

の
方
の
意
見
も
聞
く
こ
と
は
必
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
地
域
の
方

の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

質
疑　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
象
施
設
で
小

浜
小
学
校
の
み
当
初
予
算
対
応
と
あ

る
が
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

答
弁　
小
浜
小
学
校
西
側
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
を
編
成
す
る
際
に
、
学

校
側
か
ら
す
で
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
破

損
が
酷
く
補
修
を
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
あ
り
、
そ
の
箇
所
を
平
成
30

年
度
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

質
疑　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た

い
場
合
、
す
ぐ
に
弁
護
士
に
つ
な
ぐ

こ
と
に
な
る
の
か
。

答
弁　
契
約
・
支
払
な
ど
の
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
の
方
に
、

後
見
人
等
と
な
る
弁
護
士
に
よ
り
支

援
を
行
う
事
業
で
あ
る
が
、
手
続
き

は
そ
の
対
象
者
の
生
活
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
や
、
民
生
委
員
、
施
設
の

方
か
ら
申
請
書
を
福
祉
課
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
親
族
を
調
べ
て
対
象

者
の
お
世
話
が
で
き
る
か
を
照
会

し
、
お
世
話
が
不
可
能
と
な
っ
た
場

合
に
、
市
長
名
で
家
庭
裁
判
所
に
後

見
人
の
申
し
立
て
を
行
い
、
選
任
さ

れ
た
弁
護
士
が
対
応
す
る
と
い
う
流

れ
に
な
る
。

質
疑　
成
人
式
を
こ
れ
ま
で
ハ
マ
ユ

リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て
き
て

い
る
が
参
加
者
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
平
成
27
年
が
4
9
4
名
、
28

年
が
4
5
1
名
、29
年
が
4
2
5
名
、

30
年
が
4
4
0
名
で
、
お
お
よ
そ

4
4
0
名
か
ら
4
9
0
名
で
推
移
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
雲
仙
市
内

中
学
校
卒
業
者
の
約
85
％
が
参
加
し

て
い
る
。
今
後
を
見
る
と
、
31
年
の

卒
業
者
が
市
内
で
4
6
6
名
、
32
年

が
4
8
0
名
で
、
こ
の
約
85
％
が
参

加
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

質
疑　
成
人
者
の
参
加
が
今
後
４
０

0
名
程
度
な
ら
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル
以
外
で
も
開
催
で
き
る
の
で

は
な
い
の
か
。

答
弁　
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
の
収
容
が
約
6
0
0
席
で
あ
り
、

施
設
の
規
模
的
に
は
成
人
式
開
催
が

可
能
で
あ
る
。
吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会

館
、
国
見
町
文
化
会
館
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ル
の
席
数
が
約
4
0
0
席
程
度

で
席
数
が
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て
は

精
査
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
特
定
健
康
診
査
等
健
診
事
業

の
受
診
率
は
第
2
次
雲
仙
市
総
合
計

画
に
お
い
て
平
成
33
年
度
の
目
標
を

45
％
に
設
定
し
て
い
る
が
、
平
成
29

年
度
の
受
診
率
が
39
．5
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
要
因
及
び
今
後
受
診

率
を
高
め
る
方
策
は
。

答
弁　
集
団
健
診
よ
り
個
別
健
診
を

選
ぶ
傾
向
が
あ
り
、
契
約
を
し
て
い

な
い
市
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と

思
わ
れ
る
。
方
策
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
に
入
り
、
医
師
会
の
会
議

に
出
向
き
、
個
別
健
診
の
更
な
る
推

進
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
今
回
の
議
案
に
関
連
す
る
３
箇
所

の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

小
中
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）案

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

平
成
２９
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

現
地
調
査
を
実
施

付　　託　　案　　件 審議結果

小中学校設置条例の一部を改正する条例 原案可決

平成30年度一般会計補正予算（第2号）案ほか１件 原案可決

平成29年度一般会計歳入歳出決算認定ほか３件 認　定

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
３
件
、
認
定
４

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生

�小浜金浜埋立地の現地調査
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付　　託　　案　　件 審議結果

平成30年度�一般会計補正予算（第２号）案 原案可決

平成29年度�一般会計歳入歳出決算認定　 認　定

平成29年度�下水事業特別会計歳入歳出決算認定　ほか２件 認　定

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
１
件
、認
定
４

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

産
業
建
設

質
疑　
基
盤
整
備
推
進
特
別
対
策
事

業
に
お
け
る
道
路
や
水
路
に
面
し
て

い
な
い
石
積
み
の
個
人
負
担
の
算
出

方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
って
い
る
の
か
。

答
弁　
各
土
地
改
良
区
の
話
し
合
い

で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
過
去
の
事

例
で
は
面
積
割
り
で
個
人
負
担
を
算

出
さ
れ
て
い
る
。

質
疑　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
支

援
事
業
の
補
助
要
件
と
な
る
通
学
路

は
、
市
内
で
何
箇
所
認
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
弁　
教
育
委
員
会
で
通
学
路
の
指

定
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、
申
請

者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
現
地

を
確
認
し
た
う
え
で
、
教
育
委
員
会

に
申
請
道
路
の
照
会
を
し
、
そ
の
都

度「
通
学
路
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
」

を
発
行
し
て
も
ら
う
方
向
で
実
務
の

協
議
を
進
め
て
い
る
。

質
疑　
鳥
獣
被
害
防
止
の
観
点
か
ら

諫
早
湾
干
拓
の
カ
モ
被
害
に
対
す
る

市
の
支
援
策
は
な
い
の
か
。

答
弁　
県
及
び
諫
早
市
と
本
市
の
猟

友
会
で
現
在
協
議
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

意
見　
諫
早
湾
水
産
振
興
特
別
対
策

事
業
に
お
け
る
ア
サ
リ
養
殖
の
放
流

量
を
潮
干
狩
り
の
入
場
者
数
で
管
理

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
正
確
な

収
穫
量
の
把
握
に
至
っ
て
い
な
い
。

補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
た
め
、
放

流
ト
ン
数
に
対
す
る
年
間
の
収
穫
ト

ン
数
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ
て
い
る
か

報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
漁
協
と
交

渉
す
べ
き
で
あ
る
。

質
疑　
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
対

象
と
し
た
市
の
観
光
誘
致
は
、
地
元

の
旅
館
業
者
と
合
同
で
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁　
市
が
誘
致
す
る
際
は
投
げ
か

け
を
し
て
お
り
、
中
国
か
ら
の
誘
致

を
合
同
で
行
っ
た
実
績
も
あ
る
。

質
疑　
市
道
管
理
嘱
託
職
員
は
、
ど

の
よ
う
な
道
具
で
作
業
を
し
て
い
る

の
か
。

答
弁　
一
番
使
用
し
て
い
る
の
は
草

払
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
、
そ
の
他

側
溝
を
掃
除
す
る
と
き
の
蓋
上
げ
機

や
、
舗
装
材
を
叩
く
振
動
コ
ン
パ
ク

タ
ー
な
ど
も
使
用
し
、
初
歩
的
な
対

応
が
で
き
る
も
の
は
市
で
対
応
し
て

い
る
。

意
見　
場
所
に
よ
っ
て
は
高
木
の
枝

や
竹
が
通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る

箇
所
が
あ
る
た
め
、
市
道
管
理
嘱
託

職
員
４
名
を
活
用
し
、
速
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
高
所
作
業
車
の
購

入
を
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

意
見　
個
人
設
置
型
浄
化
槽
の
設
置

補
助
金
及
び
維
持
管
理
費
助
成
金
が

平
成
29
年
度
に
下
水
道
課
か
ら
所
管

替
え
と
な
り
環
境
政
策
課
に
変
更
さ

れ
て
い
る
が
、議
会
へ
報
告
が
な
く
、

委
員
会
審
議
に
支
障
を
き
た
す
部
分

が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
環
境
政
策

課
が
産
業
建
設
常
任
委
員
会
へ
出
席

し
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
今
後
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
厳
重
に
注
意

し
て
ほ
し
い
。

質
疑　
望
洋
荘
の
売
上
総
額
に
対
し

て
人
件
費
が
約
45
％
を
占
め
て
い

る
。
人
件
費
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
い
の
か
。

答
弁　
現
在
正
職
員
が
２
名
、
臨
時

職
員
34
名
の
状
況
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
に
正
職
員
か
ら
臨
時
職
員
へ
切

り
替
え
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
今
後

の
大
き
な
対
策
と
し
て
は
考
え
て
い

な
い
が
、
少
人
数
で
様
々
な
仕
事
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。

　
今
回
の
議
案
に
関
連
す
る
９
箇
所

の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

平
成
２９
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

平
成
２９
年
度
国
民
宿
舎
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

現
地
調
査
を
実
施
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一般質問

 

議
員 　
全
国
の
設
置
率
を
見
る

と
長
崎
県
は
ワ
ー
ス
ト
4
番
で

8
・
6
％
し
か
な
く
、
全
国
平
均

49
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

長
崎
県
内
13
市
で
は
、
島
原
市
の

1
0
0
％
を
筆
頭
に
、
雲
仙
市
は

11
番
で
、
1
・
5
％
し
か
設
置
さ

れ
て
い
な
い
状
況
。
自
治
体
の
エ

ア
コ
ン
格
差
は
子
ど
も
の
学
力
低

下
に
も
な
る
。
教
育
委
員
会
は
、

子
ど
も
達
が
熱
中
症
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
い
が
、
お
金
も
な
い
こ
と

か
ら
、
な
っ
て
も
し
か
た
が
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

 

教
育
長 　
思
っ
て
い
な
い
。

 

議
員 　
思
っ
て
い
な
い
な
ら
、扇

風
機
を
1
台
で
も
増
や
し
た
の
か
。

 

教
育
次
長 　
し
て
い
な
い
。

 

議
員 　
設
置
に
向
け
て
調
整
に

入
る
と
市
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、子
ど
も
の
た
め
に
早
く
設
置
を
。

 

議
員 　
こ
の
事
業
は
、
雲
仙
市

商
工
会
で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

人
口
減
少
や
空
き
家
対
策
、
ま
ち

の
活
性
化
に
も
な
る
の
で
、
ま
だ

小
浜
地
区
だ
け
だ
が
、
雲
仙
市
全

域
に
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ

で
市
に
移
住
・
定
住
の
促
進
、
人

口
減
少
対
策
を
担
当
す
る
課
を
設

け
る
べ
き
で
は
。

 

総
務
部
長 　
商
工
分
野
と
協
力

し
て
行
く
が
、
課
の
設
置
ま
で
は

考
え
て
い
な
い
。

 

議
員 　
防
災
士
の
養
成
講
座
が

雲
仙
市
で
あ
る
が
取
り
組
み
は
。

 

市
民
生
活
部
長 　
市
職
員
5
名

を
含
め
市
民
25
名
が
参
加
予
定
。

 

議
員 　
防
災
士
を
多
く
育
て
、

地
域
や
職
場
で
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
も
ら
い
、
雲
仙
市
の
「
防

災
力
」
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
。

小中学校にエアコンを
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置

移
住
創
業
支
援
サ
イ
ト「
雲
仙

ア
キ
ナ
ビ
」へ
の
市
の
支
援
は

防
災
対
策
は

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P11
坂本　弘樹…P12
矢﨑　勝己…P12
山本　松一…P13

渡辺　勝美…P13
平野　利和…P14
上田　　篤…P14
小畑　吉時…P15

松尾　文昭…P15
酒井　恭二…P16
佐藤　義隆…P16
小田　孝明…P17

市政を問う 12名の議員が一般質問

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員
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金澤市政のここが聞きたい

港湾・漁港の環境整備

 

議
員 　
迷
惑
ボ
ー
ト
の
係
留
に

対
応
が
な
ぜ
遅
れ
た
か
。
現
状
と

今
後
の
対
応
は
。

 

市
長 　
口
頭
及
び
文
書
で
改
善

要
請
を
行
っ
た
。
間
も
な
く
解
決

の
見
込
み
。

 

建
設
部
長 　
今
後
も
関
係
法
令

に
基
づ
い
て
指
導
に
努
め
る
。

 

産
業
部
長 　
漁
協
へ
文
書
に
よ

り
放
置
艇
へ
の
対
応
、
漁
具
等
の

整
理
整
頓
、
不
要
物
の
撤
去
を
依

頼
し
て
き
た
。
今
後
は
、
現
場
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
と

も
協
議
し
な
が
ら
適
正
な
管
理
に

努
め
る
。

 

議
員 　
千
々
石
町
一
才
高
野
地

区
の
灌
漑
施
設
を
利
活
用
で
き
な

い
か
。

 

産
業
部
長 　
計
画
当
時
は
、
下

流
の
工
場
排
水
を
再
利
用
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
が
、
工
場
が
閉

鎖
さ
れ
て
、
取
水
す
る
水
源
が
な

く
な
り
、
未
使
用
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
整
備
さ
れ
た
道
路
や
水

路
は
、
本
事
業
の
受
益
者
が
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
く
よ
う
計
画

し
、
整
備
さ
れ
て
い
る
。
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
て
維

持
管
理
を
願
い
た
い
。

 

議
員 　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
、
最
短
2
年
と
の
こ
と
だ

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
設
置
で
き

る
よ
う
努
力
を
す
べ
き
だ
。
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
小
学
校
・
公
共
施

設
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
市
民

全
体
を
考
え
る
べ
き
だ
。

 

建
設
部
長 　
予
算
も
あ
る
が
、

広
く
市
民
の
方
へ
周
知
し
、
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
一
つ
で
も
な
く

し
、
震
災
時
の
人
身
事
故
等
の
防

止
を
図
り
た
い
。

 
議
員 　
設
置
計
画
は
。

 
市
長 　
市
内
小
中
学
校
へ
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
。
現
状
調
査
等

に
着
手
し
、
国
の
財
政
支
援
等
を

注
視
し
な
が
ら
児
童
生
徒
の
教
育

環
境
の
改
善
に
向
け
、
で
き
る
だ

け
早
期
の
設
置
に
努
め
る
。

 

議
員 　
改
修
と
対
策
は
。

 

市
長 　
危
険
が
高
い
と
判
断
し

た
も
の
は
、
早
急
に
取
り
壊
す
た

め
、
今
議
会
に
補
正
予
算
案
を
提

案
し
て
い
る
。そ
の
他
の
も
の
は
、

次
年
度
以
降
順
次
対
策
工
事
を
行

い
、
安
全
確
保
に
努
め
る
。

 

議
員 　
資
材
費
と
特
殊
経
費
補

助
の
事
業
だ
が
、
自
治
会
で
工
事

作
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
事
業
改
良
の
考

え
は
な
い
か
。

 

建
設
部
長 　
現
状
、
自
治
会
が

建
設
業
者
に
工
事
を
依
頼
し
て
い

る
。
現
状
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い

制
度
改
正
の
研
究
を
し
て
い
く
。

 

議
員 　
県
単
独
補
助
事
業
の
品

種
限
定
を
解
除
で
き
な
い
か
。

 

産
業
部
長 　
現
在「
ゆ
め
の
か
」

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
チ
ゴ
の

品
種
限
定
は
補
助
事
業
の
活
用
に

支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
県
と
再
度
協
議
を
図
る
。

エアコンの早期設置を
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
は

公
共
土
木
事
業

イ
チ
ゴ
施
設
の
補
助
事
業

小
中
学
校
施
設
の
安
全
対
策

農
地
の
灌
漑
設
備
の
利
活
用
を

市
内
の
港
湾
・
漁
港
の
管
理

及
び
環
境
整
備
を

市
内
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
早
期
設
置
を

矢
やざき

﨑　勝
かつみ

己議員

危険ブロック塀

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員
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一般質問

 

議
員 　
本
市
に
関
連
ス
ポ
ッ
ト

は
、い
く
つ
あ
る
の
か
。ま
た
、ど
う

観
光
に
結
び
付
け
て
い
く
の
か
。

 

市
長 　
七
つ
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
関
連
遺
産
の
関
連
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
、
郷
土
の
文
化
遺
産
と
し
て

の
保
存
継
承
と
活
用
を
図
り
、
周

遊
す
る
コ
ー
ス
の
商
品
を
造
成

し
、旅
行
会
社
等
へ
P
R
を
行
う
。

 

教
育
次
長 　
場
所
は
、
国
見
町

の
金
山
城
（
結
城
城
）
跡
、
愛
野

町
の
首
塚
古
墳
、
千
々
石
町
の
釜

蓋
城
跡
・
千
々
石
ミ
ゲ
ル
像
、
小

浜
町
の
雲
仙
地
獄
・
土
手
之
元
の

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
、
南
串
山
町
の

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
、
七
件
。

 

議
員 　
先
般
、
国
道
57
号
に
つ

い
て
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
に
面

談
し
、
要
望
の
切
り
口
を
変
え
て

長
崎
県
内
の
優
先
順
位
を
上
げ
る

事
や
物
流
、
特
に
農
畜
産
物
、
水

産
物
の
運
搬
量
を
全
面
に
出
す
事

な
ど
指
導
を
受
け
た
が
。

 

建
設
部
長 　
情
報
分
析
を
行
い

道
路
の
必
要
性
を
高
め
て
い
く
。

 

議
員 　
道
路
の
デ
コ
ボ
コ
、
陥

没
、
割
れ
等
、
異
常
発
見
を
全
職

員
に
指
示
し
、取
り
組
ま
れ
た
か
。

 

産
業
部
長 　
全
職
員
に
協
力
依

頼
し
た
。

 

議
員 　
広
域
農
道
土
手
の
、
草

木
が
藪
の
よ
う
に
繁
茂
、
交
通
の

妨
げ
に
な
り
、
事
故
も
多
い
よ
う

だ
が
、
対
策
は
。

 

産
業
部
長 　
現
状
を
調
査
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
き
つ
け
等
、
の

り
面
保
護
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

キリシタンと交通施策

 
議
員 　
委
員
会
で
視
察
し
た
三

重
県
い
な
べ
市
の
元
気
づ
く
り
シ

ス
テ
ム
事
業
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
と
、
介
護
予
防
に
効
果
が
あ
る

す
ば
ら
し
い
事
業
な
の
で
、
研
究

導
入
し
て
は
ど
う
か
。
近
隣
で
実

施
し
て
い
る
熊
本
県
南
関
町
に
職

員
研
修
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

健
康
福
祉
部
長 　
導
入
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
情
報
取
集
に
努
め

調
査
研
究
を
進
め
た
い
。
研
修
に

は
伺
い
た
い
。

 

議
員 　
今
年
の
猛
暑
は
、
熱
中

症
の
病
院
搬
送
者
も
多
く
、
半
分

は
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
高

齢
者
向
け
の
分
か
り
や
す
い
熱
中

症
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、各
戸
へ
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

 

健
康
福
祉
部
長 　
介
護
予
防
教

室
や
出
前
講
座
で
高
齢
者
熱
中
症

対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
る
が
、
今
後
わ
か
り
や
す
い
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
向
け
て
努
力

す
る
。

 

議
員 　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

学
校
へ
の
早
期
エ
ア
コ
ン
設
置
を

要
望
す
る
。
自
治
集
会
所
へ
の

A
E
D
設
置
に
つ
い
て
、
市
は
各

自
治
会
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
が
、
設
置
金
額
が

40
万
円
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
市

が
一
括
購
入
し
た
場
合
、
約
10
万

円
の
実
績
が
あ
る
が
、
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
設
置
補
助

の
考
え
は
な
い
か
。

 

地
域
振
興
部
長 　
金
額
に
つ
い

て
は
、
一
部
主
要
メ
ー
カ
ー
の
参

考
価
格
で
あ
る
。再
度
検
討
す
る
。

 

議
員 　
市
内
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

団
体
と
一
緒
に
テ
レ
ビ
で
の
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
な
い
か
。

 

総
務
部
長 　
テ
レ
ビ
は
最
低
で

も
5
0
0
万
円
か
か
る
。
ま
た
成

婚
数
は
、
雲
仙
市
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

 

議
員 　
雲
仙
市
の
観
光
P
R
に

も
な
る
。
人
口
減
少
の
起
爆
剤
と

し
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

元気づくりシステムを
シ
ス
テ
ム
普
及
を

熱
中
症
対
策
は

テ
レ
ビ
で
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

本
市
の
交
通
施
策
は

道
路
の
維
持
管
理
は

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産

の
活
用
は

山
やまもと

本　松
まついち

一議員

渡
わたなべ

辺　勝
かつみ

美議員

広域農道
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金澤市政のここが聞きたい

 

議
員 　
「
異
常
気
象
」
は
特
殊

な
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
で
も
起

こ
り
う
る
も
の
だ
。
市
の
防
災
対

策
は
こ
れ
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。
今
後
の
防
災
対
策
の
重
点
は

何
か
。

 

市
民
生
活
部
長 　
国
の
防
災
基

本
計
画
は
防
災
分
野
の
最
上
位
計

画
で
あ
り
、
市
の
計
画
も
こ
れ
を

踏
ま
え
て
い
る
。
本
年
は
市
の
地

域
防
災
計
画
の
全
面
改
定
と
い
う

こ
と
で
「
全
編
を
再
編
し
、
わ
か

り
や
す
い
も
の
」
と
し
た
。

 

議
員 　
特
に
災
害
時
に
大
事
と

な
る
避
難
所
は
、「
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
な
ど
要

配
慮
者
へ
の
配
慮
」「
夏
季
の
熱

中
症
対
策
」「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
対
策
」「
女
性
ト
イ
レ

の
必
要
数
は
、
男
性
の
3
倍
」
と

い
う
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
つ
い
て
も

研
究
す
る
べ
き
だ
。

 

市
民
生
活
部
長 　
災
害
時
の
ホ

テ
ル
宿
泊
等
の
協
定
に
基
づ
い
た

避
難
所
利
用
も
考
え
て
い
る
。
簡

易
間
仕
切
り
、
テ
ン
ト
式
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ル
ー
ム
等
の
設
置
も
検
討

し
、備
蓄
も
少
し
ず
つ
進
め
て
い
る
。

 

議
員 　
自
主
防
災
組
織
の
活
動

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

 

市
民
生
活
部
長 　
全
自
治
会
で

避
難
訓
練
等
を
年
に
1
回
実
施
す

る
の
が
最
大
の
目
標
だ
。
市
で
は

毎
年
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。

年に1回の防災訓練を

 

議
員 　
家
畜
糞
尿
を
利
用
し
た

発
電
や
間
伐
材
等
を
利
用
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

 

環
境
水
道
部
長 　
民
間
発
電
事

業
者
が
、
家
畜
糞
尿
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
島
原
半

島
内
で
実
施
し
た
い
と
提
案
が
あ

る
。
木
質

バ
イ
オ
マ

ス
発
電

は
、
発
生

熱
を
コ
ー

ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て

市
の
施
設

を
利
用
し

て
重
油
ボ

イ
ラ
ー
よ
り
安
価
な
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
目
指
し
設
置
予
定
で
あ

り
、
今
後
官
民
問
わ
ず
普
及
さ
せ

て
い
く
。

 

議
員 　
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
家
畜
糞
尿
を
利

用
し
た
発
電
、
間
伐
材
等
を
利
用

し
た
発
電
、
又
、
稼
動
し
て
い
る

温
泉
熱
を
利
用
し
た
発
電
等
、
環

境
に
優
し
い
雲
仙
市
と
し
て
全
国

へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、

観
光
客
や
修
学
旅
行
、
視
察
な
ど

多
く
の
人
に
雲
仙
市
に
来
て
も
ら

う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
。

　
是
非
、
成
功
さ
せ
て
ほ
し
い
。

 

議
員 　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
接
種
補

助
を
、
多
く
の
お
母
さ
ん
方
か
ら

要
望
を
受
け
る
。
接
種
補
助
は
。

 

健
康
福
祉
部
長 　
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
や
、
重
症
化

や
感
染
の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 

市
長 　
現
在
、
乳
幼
児
に
特
化

し
た
施
策
の
展
開
に
取
組
む
子
育

て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
し
て
事
業
の
検
証
を
し
て
い
る
。

地球温暖化対策は

「
異
常
気
象
」
は
特
殊
で
は

な
い

環
境
行
政
は

福
祉
行
政
は

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

上
うえ だ

田　篤
あつし

議員

バイオガス発電の仕組み（畜ふん・生ゴミ）

家畜糞尿

発酵

バイオガス

ガスタービン

発電機

食品廃棄物

防災訓練の様子
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一般質問

 

議
員 　
こ
の
事
業
の
成
果
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

 

総
務
部
長 　
定
住
促
進
奨
励
補

助
金
の
中
の
新
築
住
宅
取
得
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
8
月
末
の
実
績

と
し
て
、
累
計
で
2
0
7
件
、
金

額
に
し
て
1
1
2
0
万
5
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
周
知
に
取
り

組
み
、補
助
金
を
活
用
し
た
移
住
、

定
住
が
進
む
よ
う
に
努
め
る
。

 

議
員 　
空
き
家
対
策
の
実
績
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

 

総
務
部
長 　
空
き
家
バ
ン
ク
の

実
績
は
土
地
・
建
物
合
わ
せ
て
57

件
が
登
録
さ
れ
、
そ
の
内
37
件
が

成
約
し
た
。
ま
た
、
空
き
家
関
係

の
補
助
金
は
、
空
き
家
物
件
調
査

補
助
が
45
件
の
31
万
5
千
円
、
家

財
道
具
等
片
づ
け
補
助
が
10
件
で

94
万
3
千
円
等
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
広
報
等
を
通
じ
て
周
知
に
取

り
組
む
。

 

議
員 　
若
者
の
U
I
タ
ー
ン
に

係
る
本
市
の
起
業
誘
致
の
成
果
は
。

 

産
業
部
長 　
商
工
業
活
性
化
推

進
事
業
で
は
創
業
支
援
事
業
と
新

規
出
店
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
で
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
本
事
業
の
実
績

と
し
て
は
、
2
年
間
で
4
件
の

U
I
タ
ー
ン
者
の
実
績
が
あ
っ
て

い
る
。

 

議
員 　
島
根
県
邑お
お
南な
ん
町
、
江ご
う
津つ

市
等
の
取
り
組
み
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
が
あ
っ
た

が
、
本
市
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う

な
事
業
を
行
い
、
優
秀
な
人
材
の

誘
致
や
確
保
が
出
来
な
い
の
か
。

 

市
長 　
本
市
に
お
い
て
も
産
業

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
け
る
第
三
者

委
員
会
の
事
業
が
同
様
な
事
業
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
起
業

誘
致
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
研

究
す
る
。

人口減少対策

 

議
員 　
現
在
、
諫
早
湾
の
水
産

振
興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
藻

場
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

 

産
業
部
長 　
国
見
町
の
有
明
漁

協
多
比
良
支
部
管
内
で
は
、
ア
マ

モ
の
移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

国
見
漁
協
、
瑞
穂
漁
協
管
内
で
は

干
潟
の
保
全
に
取
り
組
ま
れ
、
藻

場
の
保
全
に
は
取
り
組
ま
れ
て
い

な
い
。
市
と
し
て
は
、
国
の
事
業

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
藻
場

の
保
全
や
食
害
生
物
の
除
去
等
へ

の
取
り
組
み
が
可
能
と
な
る
た

め
、漁
協
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

 

議
員 　
南
島
原
市
で
は
、
漁
業

者
、
地
域
住
民
、
小
学
生
が
メ
ン

バ
ー
と
な
り
「
ア
マ
モ
す
く
す
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
ア
マ
モ

の
移
植
、
島
原
市
で
は
、
生
態
系

保
全
活
動
組
織
が
ア
マ
モ
を
他
地

区
か
ら
移
植
す
る
な
ど
の
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
藻

場
対
策
と
し
て
積
極
的
な
活
動
を

実
施
す
べ
き
だ
。

 

議
員 　
漁
業
者
が
懸
命
に
種
苗

を
放
流
し
て
も
、
投
光
器
等
を
使

用
し
、
規
制
無
し
に
乱
獲
し
て
い

る
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

産
業
部
長 　
現
在
、
タ
モ
網
す

く
い
に
関
し
、
産
卵
時
期
の
禁
漁

期
間
の
設
定
は
あ
る
が
、
明
か
り

に
関
す
る
規
制
は
な
い
。
現
在
、

資
源
を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。
市
内
漁
協
の
意
見
を
聴
取

し
、
県
と
も
相
談
を
し
て
い
く
。

有明海の再生は
積
極
的
な
藻
場
対
策
を

カ
ニ
の
種
苗
放
流
対
策
は

定
住
促
進
対
策
事
業
は

小
おばた

畑　吉
よしとき

時議員

松
まつ お

尾　文
ふみあき

昭議員

有明海の現状
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金澤市政のここが聞きたい

 

議
員 　

三
重
県
い
な
べ
市
で

は
、
昼
休
み
時
間
帯
を
11
時
30
分

か
ら
12
時
30
分
ま
で
と
12
時
30
分

か
ら
13
時
30
分
ま
で
の
2
分
割
方

式
を
採
用
さ
れ
、
業
務
対
応
が
大

変
好
評
を
得
て
い
る
事
を
研
修
で

知
り
、
市
民
目
線
で
の
行
政
の
在

り
方
だ
と
感
じ
た
。
本
市
に
取
り

組
む
考
え
は
。

 

市
長 　
本
市
で
は
、
平
成
25
年

9
月
か
ら
受
付
業
務
な
ど
必
要
に

応
じ
定
期
、
不
定
期
に
事
務
を

行
っ
て
い
る
。
2
分
割
方
式
に
よ

る
窓
口
業
務
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
い
な
べ
市
を
始
め
先
進
自
治

体
の
事
例
を
調
査
、
検
証
し
、
導

入
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
進
め
て
行
く
よ
う
努
め
た
い
。

 

議
員 　
愛
野
運
動
公
園
グ
ラ
ン

ド
の
未
整
備
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の

審
判
席
整
備
を
3
年
前
か
ら
要
望

し
て
い
た
が
、
本
年
の
初
め
に
担

当
者
に
工
事
計
画
を
伺
っ
た
ら
10

月
に
入
札
し
、
工
事
を
今
年
度
中

に
行
な
う
と
回
答
が
あ
っ
た
が
、

工
事
が
遅
れ
た
理
由
は
。

 

教
育
次
長 　
市
の
建
設
工
事
等

事
務
処
理
要
綱
の
規
定
に
よ
り
、

建
築
課
に
事
務
委
任
を
行
っ
て
い

る
。
建
築
課
で
は
各
課
か
ら
の
事

務
委
任
を
取
り
ま
と
め
て
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

工
期
が
長
い
学
校
施
設
の
工
事
を

夏
休
み
期
間
中
に
優
先
し
て
実
施

し
た
為
に
、
早
期
の
工
事
調
整
が

で
き
ず
に
10
月
の
工
事
発
注
と

な
っ
た
。

他
の
質
問

・
市
立
公
民
館
の
管
理
は

・
喫
煙
場
所
の
管
理
運
営
は

・
A
E
D
の
取
り
扱
い
講
習
は

就業時間の見直しは

 

議
員 　
雲
仙
市
の
分
署
増
設
の

要
望
書
に
対
す
る
県
央
消
防
か
ら

の
「
分
署
増
設
は
直
ち
に
必
要
な

い
」
と
い
う
回
答
内
容
を
受
け
入

れ
て
い
る
の
か
。

 
市
長 　
受
け
入
れ
が
た
い
思
い

は
あ
る
が
、
自
治
体
と
し
て
最
終

決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

容
認
す
る
と
か
し
な
い
と
い
う
判

断
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
。

 

議
員 　
県
央
組
合
事
務
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
に
裁
量
権
は
な
い

が
、
雲
仙
市
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
消
防
業
務
の
一
義
的
な
責
任

も
各
広
域
組
合
消
防
に
あ
る
と
の

考
え
か
。

 

市
長 　
一
義
的
な
責
任
は
市
長

で
あ
る
私
に
あ
る
。
そ
し
て
消
防

業
務
は
副
管
理
者
と
し
て
責
任
を

負
っ
て
い
る
。

 

議
員 　
今
現
在
、
雲
仙
市
に
お

い
て
救
急
体
制
の
平
等
性
は
と
れ

て
い
る
の
か
。

 

市
長 　
現
時
点
で
は
と
れ
て
い

な
い
と
思
う
。

 

議
員 　
分
署
を
増
設
せ
ず
に
、

救
急
体
制
の
平
等
性
は
と
れ
る
か
。

 

市
長 　
程
度
の
問
題
に
も
よ
る

が
、増
設
し
な
い
限
り
問
題
は
残
る
。

 

議
員 　

行
政
の
在
り
方
と
し

て
、
公
正
、
公
平
、
平
等
が
基
本

で
あ
り
、
雲
仙
市
で
も
合
併
し
て

こ
れ
ま
で
、
7
ケ
町
の
違
い
、
格

差
に
つ
い
て
公
正
、公
平
を
担
保
す

る
制
度
を
設
計
さ
れ
て
き
て
い
る
。

救
急
体
制
の
平
等
性
の
観
点
か
ら

分
署
増
設
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

 

市
長 　
副
管
理
者〔
雲
仙
市
長
〕

の
決
裁
な
し
に
、
管
理
者
が
決
裁

し
た
案
件
は
初
め
て
。
そ
の
重
み

を
十
分
わ
き
ま
え
、
分
署
増
設
を

再
度
要
望
す
る
考
え
は
な
い
。

　
県
央
か
ら
の
回
答
を
受
け
分
署

増
設
は
不
可
能
と
判
断
し
、
今
後

は
救
急
隊
の
増
設
の
可
能
性
、
小

浜
消
防
署
の
建
て
替
え
位
置
の
検

討
、
広
域
化
に
向
け
た
議
論
を
踏

ま
え
救
急
体
制
の
強
化
に
向
け
て

行
動
す
る
考
え
で
あ
る
。

どうする南部分署増設

酒
さかい

井　恭
きょうじ

二議員

佐
さと う

藤　義
よしたか

隆議員

就
業
時
間
の
見
直
し
の
考
え

は

工
事
の
遅
延
理
由
は
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第7回島原半島市議会議員合同研修会

長崎県市議会議長会議員研修会

一般質問

 

議
員 　
本
年
4
月
、
全
国
の
小

学
6
年
生
、中
学
3
年
生
に
国
語
、

算
数
、
数
学
、
理
科
の
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
。

 

教
育
長 　
長
崎
県
の
小
中
学
校

は
と
も
に
全
国
平
均
を
一
、二
ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。
本
市
の

小
学
校
は
全
国
平
均
を
上
回
る
教

科
も
出
て
き
た
が
、
ま
だ
十
分
と

は
言
え
な
い
。
中
学
校
は
少
し
ず

つ
全
国
平
均
と
の
差
が
縮
ま
っ
て

き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

 

議
員 　
学
習
状
況
調
査
に
つ
い

て
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

 

教
育
次
長 　
携
帯
電
話
や
ス
マ

ホ
の
使
用
時
間
が
、
児
童
生
徒
の

学
力
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
結

果
が
出
て
い
る
。

　
ま
た
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
に

目
を
向
け
る
習
慣
が
十
分
で
な

い
。
読
書
時
間
や
平
日
の
家
庭
学

習
時
間
に
つ
い
て
家
庭
と
連
携
し

て
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
。

　
ま
た
社
会
的
な
事
柄
に
関
心
を

持
ち
、自
分
な
り
の
考
え
を
持
ち
、

社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。

 

市
長 　
本
来
、
学
力
調
査
は
子

ど
も
た
ち
の
苦
手
な
点
を
把
握
し

授
業
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。

　
議
員
指
摘
の
福
井
県
内
で
の
痛

ま
し
い
事
件
（
中
学
生
の
自
殺
）

の
例
は
、
そ
の
趣
旨
を
逸
脱
し
、

過
度
の
競
争
や
序
列
化
を
招
く
お

そ
れ
が
強
い
と
危
惧
さ
れ
る
。

　

子
ど
も
の
健
全
な
育
ち
に
は
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

だ
が
、
学
力
は
子
ど
も
達
の
将
来

を
大
き
く
広
げ
る
一
つ
の
大
切
な

要
素
で
も
あ
り
、
市
総
合
教
育
会

議
に
お
い
て
も
議
題
と
し
て
取
り

上
げ
た
。

　
今
後
も
確
か
な
学
力
の
定
着
を

目
指
し
た
施
策
や
、
教
育
委
員
会
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スマホは脳機能低下へ
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会
報
告

　平成30年7月6日（金）、島原市のホテルシーサイド島原で開
催されました。
　この合同研修会は、島原半島という地理的に不利な条件や諸問
題を克服し発展していくためには、市民を代表する半島3市の議員
が情報を共有し、協働していくべきであるとの共通認識のもとに開催しているものです。
　研修会では、「国土交通行政の将来・島原半島の発展について」と題し、国土交通省
海事局内航課企画調整官の塩野進氏から講演があり、国土交通省内で現在協議されてい
る政策についての中間報告等がなされました。
　講演後は活発な質疑等もあり、大変有意義な研修会となりました。

　平成30年8月23日（木）、大村市のシーハットおおむらで開
催され、本市議会からも多くの議員が参加致しました。
　研修会では、北九州市の職員であり、自治体法務ネットワー
ク主任講師でもある森幸二氏に「議員立法・政策立案の基礎と
実践～住民が望む議会改革とは～」と題して講演して頂きました。
　講演会では、市民目線に立ち市民が困っていること等を中心に執行部に提言すること
が重要であると述べられていました。

研
修
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総務常任委員会

委員会行政調査報告

「日本一の子育て村構想」に基づく公共施設マネジメントの取り組み�
　邑南町は、人口減少に歯止めをかけるため「日本一の子育て村構想」、「A級グルメ構想」を掲げ、マスメ
ディアをうまく活用することで、広告費をかけることなく町のPRを行っている。また、公共施設等総合管
理計画では、「大変！どうする？このままだと老朽化した公共施設・インフラの更新費用が今後40年間に渡っ
て毎年30億円必要…」と、町民にインパクトのあるタイトルを表紙に記載し、危機感を訴えていた。

島根県邑
おお
南
おお
町

健康ポイント事業・健康マイレージ制度
�

　静岡県袋井市は日本一健康文化都市条例を施行
しているだけのことはあり、市民をあげての健康
意識向上の取り組みがうかがえた。市内の幼稚園
児、小学生、中学生全員が参加することで家族の
参加が促進される仕組みになっていた。
　また、日常生活における運動習慣やバランスの
とれた食生活習慣の定着など、より健康的な生活
習慣への動機付け支援とその定着化を目的として
いた。

静岡県袋井市

ビジネスプランコンテストなどに
よる若者の移住・定住促進事業
� 島根県江

ごう
津
ご
市

　平成30年7月豪雨により、道路や家屋約
200戸に濁流が押し寄せ、深刻な被害をもた
らしていた。
　江津市では、空き家を活用して、小さくて
も地域に根付く起業人材を誘致していこうと
考え、「江津市ビジネスプランコンテスト」を
開始した。結果、若者の創業が多く生まれる
市へと変貌し、実績として18件の創業まで結
びついていた。

松江市宍道複合施設（くらしステーションしんじアエルネ）視察�
　松江市は、平成23年に支所と公民館のあり方検討委員会を設置した。その後、委員会の報告書に基づき、
宍道町に複合施設が完成した。施設は公民館の生涯学習機能に加え、地域振興、行政サービス、地域防災
を担う支所機能を併せ持つ、住民が気軽に集まれる空間が造られており、今後、本市の瑞穂や小浜総合支
所のあり方について参考になるものと思われる。

島根県松江市

（7月24～ 26日）
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産業建設常任委員会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
7
月
31
日
～
8
月
2
日
）

雲仙市愛野町から小浜町までの幹線道路の整備
国会議員及び国への要望及び調査活動
　一般国道57号の整備予算確保と愛野町～小浜町間の幹線整備について現状説明と要望を行った。また、
現在、整備中の島原道路の指定区間を延長できないか等の方法についても伺った。
　要望先では、長崎県内の優先順位を上げなければならないが、そのためにも国、県、市3者が知恵を出し
合い、推していくような体制を整える必要があるとの助言
を頂いた。その中で金澤市長より、重要物流道路制度の法
整備がなされ、広域道路交通計画が新たに策定されるとい
うことで、今後のご指導をお願いされた。島原半島におけ
る農産物の販売高は、JA島原雲仙とその農家組合分で600
億円以上である。それに加えて、JA島原雲仙以外の農畜水
産物の販売高も存在し、総計1,000億円以上の物流規模と
なる。道路計画による新たな推進方法が分かったこと等、
大変意義のある要望陳情ができた。

豊橋市子育て応援企業認定・� �
表彰事業�

　豊橋市は年々企業や従業員（市民等）に
浸透し、子育て支援の充実が図られており
「子育てを社会全体で担う意識と環境づく
り」のスローガンの元、推進が図られていた。
こども未来館は、平日の夕方にも関わらず、
乳幼児や小学生が来館しており、親と子の
ふれあいの場や遊びながら学ぶ施設のよう
に感じた。

愛知県豊橋市

元気づくりシステム事業
�

　三重県は事業への参加も多く、集会所コー
スを修了した参加者が指導者として健康増
進だけではなく、介護予防支援や子育て支
援、防災支援、高齢者等の見守り支援等の
自主活動を行っている。このことが地域福
祉力の向上、互助の再構築など地域づくり
としても活かされており、地域住民のマン
パワーを生かした健康増進、介護予防対策、
医療費抑制の取り組みとして参考になる事
案であった。

三重県いおべ市

（7月31日～8月2日）

・道の駅国見あつかしの郷
・くにみ農業ビジネス訓練所の設置による新規就農者育成�
　訓練所では、町内外の青年層や会社を退職した者等のUIターンにより、就農を希望する者等を対象とし、
新規就農者の支援と担い手の育成を図られていた。また、野菜の多品目栽培体系を確立し、隣接する「道
の駅国見あつかしの郷」の販売に繋げる取り組みもなされていた。
　なお、当町と雲仙市は、今年5月に国見町議会が本市を訪問されるなど、合併する以前の旧国見町からの
ご縁で、今回の訪問時は全議員による熱烈な歓迎を受け、意見交換も行われた。

福島県国見町
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編 集 後 記
7月24日（火）
国会議員並びに国土交通省への陳情

　平成30年度の本市に関係した道路予算に対して
のお礼と来年度以降も継続した予算確保のため、
金澤市長と共に元村議長が長崎県選出の国会議員
並びに国土交通省の幹部職員に陳情を行いました。
　国土交通省では加藤代議士にも同席して頂き、
石井雄一道路局長に対しお礼と本市の道路状況を
説明させて頂きました。
　石井局長から
は、費用対効果か
ら見た新規事業は
困難であるため、
他の視点からの研
究をすべきではな
いのかとのご意見
を頂きました。

議会を傍聴してみませんか？
平成30年第4回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
11月29日（木）～ 12月21日（金）です

■一般質問　　12月  3日（月）～ 6日（木）
■議案質疑　　12月10日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　12月11日（火）
　　産業建設常任委員会　　12月12日（水）
　　総務常任委員会　　　　12月13日（木）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

　昔から、立春から数えて210日。
9月1日頃から台風襲来のシーズン
と言われて来たようですが、昨今の
気象状況をみると、7月初旬頃より
日本列島に接近する数が増えている
ようです。特に8月中は頻繁に発生
し、その勢力も大型化している様に
思います。
　台風以外にも豪雨災害や地震も頻
発しており、自然災害の脅威を感じ
ざるを得ません。
　災害発生に対応できるように不断
の心がけが大事だと思う今日この頃
です。� （大山　真一議員）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　渡辺勝美
副委員長　平野利和
委　　員　矢㟢勝己、大山真一
　　　　　山本松一、藤本淳次郎

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、
議会広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せく
ださい。

お知らせ

議 会のう ご き
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